
産業人OBネット便り 2024年６月２０日発行
（第２０号）

副理事長御挨拶 「2024年新年度を迎えて」

特定非営利活動法人産業人OBネット
副理事長 板倉範幸

産業人ＯＢネット団体会員の皆さまにはいつも大変お世話になっており、
この場をお借りして日頃の御礼を申し上げます。
コロナ禍も既に5年目に入り、昨年から5種への移行等ありましたが、依然と

して「Withコロナの経営」に大きな変化はなく、日々苦労されている皆さまも
多いのではと考えます。
世界情勢に目を向けますと、ウクライナ問題が２年を超え、収拾のめども立

たないなか、世界中のエネルギー、食糧に関する安全保障のあり方が色々と根
本的に見直される事態にあります。製造・サービス業の企業様におかれまして
も、計り知れないインパクトを受けておられることかと存じます。日本周辺の
国際情勢も不安定さを増し、国内もインフレが加速し資材費の高騰が皆様の経
営にも大きな影響を与える状況が続いております。
その様な環境下で、OBネットと致しましては、出来る限り企業の皆様に寄

り添った支援をさせて頂ける様に、私共のアドバイザー自身の研鑽を積み、企
業の皆様へ最新の情報提供・様々な相談に対応させて頂ける様にしております。
新年度を迎えるにあたり、OBネットの今年度の取り組みをご紹介します。

（１）５月1５日の総会は、今年度も昨年に引き続きリアルで開催するこ
とができ、合わせて懇親会も盛会でした。(詳細は次ページ以降を参照)

（２）昨年度「ビジョン委員会」により提言した内容を受け、今年度は以下の
優先課題に具体的に取組んでまいります。

① 団体会員同士並びにOBネット会員との交流促進を図るため、昨年
1月より開始した団体会員への「勉強会」ご案内を引き続継続し、
研鑚に努めて参ります。

② 中長期的に新規案件発掘に向けた各種検討チームの発足。（例えば
CN、DX、補助金申請支援等）

③ NPO法人持続化のための「財政の健全化」に、向けた取り組み推進。
（３）「組織・人事編成」に関しても、組織の簡素化、人材の有効活用を図り

「事務局」に4部体制、「支援活動事業部」に５部体制で臨むこととし
ました。

（４）今回も「OBネット便り」に「団体会員コーナー」を設け、皆様の情報
共有の場としてご活用いただくようにしました。
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第１８回通常総会開催

２０２４年５月1５日（火）神戸市産業振興センターにて第1８回通常総会が
開催されました。昨年同様「対面形式」で開催され、議長に井上理事長を選出し、
審議が行われました。
議案は下記のとおりで、賛成多数ですべて可決承認されました。
第１号議案 ２０２３年度事業報告及び活動決算に関する事項

第１号議案の１：２０２３年度事業報告書
第１号議案の２－１：２０２３年度活動計算書
第１号議案の２－２：２０２３年度貸借対照表
第１号議案の２－３：２０２３年財産目録
監査報告書（202４年4月2５日付）

第２号議案 ２０２４年度事業計画及び活動予算に関する事項
第２号議案の１：２０２４年度事業計画書(案）
第２号議案の２：２０２４年度活動予算書(案）

第3号議案 定款の変更に関する事項
第３号議案：定款の変更（案）

第４号議案 補充役員の選任に関する事項
第４号議案：補充役員の選任（案）

第５号議案 議事録署名人の選任に関する事項

また、報告事項は下記の通りで、協力金納付上位10名に理事長より感謝状が
贈呈されました。

（１）２０２３年度主要行事予定
（２）所轄官庁（神戸市）への報告事項

なお、出席者は、会場出席者3５名および書面表決・委任状２６名の合計6１名で、
オブザーバーとして団体会員企業６社の参加をいただきました。
総会終了後、10階レストラン「はぁとす」で懇親会が開かれました。
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総会終了後「懇親会」開催

トピックス

西海酒造殿の試飲会
団体会員の西海酒造殿が同社の自慢の
銘酒「空の鶴」をハートスフードクリエイツ
殿（同じく団体会員）のご厚意で、試飲会
場を設けていただき、大好評でした。



２０２４年度事業計画(事業実施の基本方針）

１．事業実施の基本方針

当法人は設立以来本年１８年目を迎え、個人会員（正会員と賛助会員）及びアドバイザーが１

０４名、団体会員（特定会員と賛助会員）は５９社・団体でのスタートとなる。

国際情勢が不安定な中、円安の影響による輸入原材料の高騰、物価高、人手不足など国内企業

とりわけ中小企業を取り巻く環境は今後一段と厳しくなることが予想される。

このような状況下で、当法人がおかれる環境も今年度は大きく変化することになる。従来のプ

ロジェクト案件の「国際フロンティア産業メッセビジネスマッチング事業」（産業メッセ）及び

「中小製造業実態調査訪問事業」（ＫＧＫ）に関し、契約形態変更、予算の減額等が予定され、

この為、１１年連続受託の産業メッセ、9年連続受託のＫＧＫのスキームの見直しと、加えて予

算減額に対した新規案件の発掘が必須となる。

２．受託プロジェクト案件の実施体制の強化

（１）「産業メッセ２０２４」実施体制強化 （２）「ＫＧＫ２０２４」実施体制構築

３．新規プロジェクト案件の受託を目指す。
４．企業のニーズ調査・支援活動の強力な推進

（１）ニーズ調査による企業への働きかけの強化および新規案件の発掘

（２）ニーズ案件に対するアドバイザー公募・マッチング成立への取り組みの強化

（３）個別企業支援活動の推進 （４）業務委託契約書などのチェック体制の強化

５．出前教育活動の積極的推進

（１）スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）への課題研究指導・助言に取り組む。

（２）ポリテクセンター兵庫において、参画の拡大を目指すとともに、新分野登録拡大を進める。

（３）海外進出企業向け補助金の提案活動を積極的に行う。

（４）補助金申請支援業務の助言・指導・添削から、事業計画書作成と応募申請支援まで拡大。

６. ビジョン委員会による提言についての対応

（１）「財政健全化に向けた取り組み」事業収益増と経費の削減に取り組み安定財政を目指す。

（２）「新分野の横断的チーム作り」特性を活かしたチーム作りを行い、出来るところから着手。

（３）「団体会員の支援強化」ＯＢネットブランド力を高め団体会員企業への波及効果に繋げる。

７．海外支援推進活動

海外進出を検討する企業に対して広報活動をさらに推進し実績を上げていく。

８．その他の地方自治体および関連機関・団体との連携の推進

ア、（公財）ひょうご産業活性化センター、 イ、ポリテクセンター兵庫

ウ、兵庫県経営者協会、（公社）兵庫工業会、 エ、（一社）関西産業活性協議会（KIAC）、

オ、尼崎工業会、 カ、兵庫県中央会、キ、各商工会議所、商工会、金融機関等の事業者団体

９．広報活動・情報発信の活発化

（１）ホームページ（ＨＰ）により当法人の活動状況や最新情報をタイムリーに提供。

（２）産業メッセ２０２４の「よろず相談コーナー」でのプレゼン勧誘や新規ニーズの掘り起し。

（３）会報「産業人ＯＢネット便り」を年３回発行、最新情報を団体会員、個人会員に発信。

１０．フォーラム・プレゼン大会＆交流大会・情報交換会・新人研修等の充実 
１１．役員の不足の為、規程に従い補充役員候補者選出委員会を設置し役員候補者３名を

選出する。
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新任理事の紹介

管理部門：活動状況

事務局（総務部・経理部・情報管理部・広報研修部）の活動紹介

副理事長兼事務局長 服部雅典

【事務局】
総会・理事会の運営、入退会管理、所轄官庁報告、登記、会計、
他団体及び法人との窓口業務、その他。

(＊今年度より各部門名をチームから部に変更しました。)

【総務部】
契約書・定款・規程・理事会議事録等の管理、会員名簿管理、
支援活動・イベントの備品管理、パンフレット等の更新

【経理部】
・年間予算の作成と月次業績との比較管理。
・月次BS/PL、入出金、未収・未払いの管理。会員年会費の管理。
・理事会への月次会計報告。
・総会会計報告の作成。

【情報管理部】
・業務システム＆Dropboxの運用・管理。
・会員・支援企業等の情報・データの管理及びセキュリテイ対策。

【広報研修部】
・マスコミ対応、「ホームページ」の管理、活動状況の外部発信、
他団体情報等の会員への発信、「産業人OBネット便り」の発信。

・情報交換会の運営、フォーラム・プレゼン会・新人研修・その他

イベントの企画・運営。

山口隆久理事
業務部副部長
（兼）総務部副部長

仲川幾夫理事

プロジェクト企画部
副部長

田中洋平理事
広報・研修部長 5



支援活動事業部：2024年度活動方針

１．プロジェクト案件の枠組み変更
（１）産業メッセ2024：従来11年続けて（公財）新産業創造研究機構（以下NIROと称
す）から各ナビゲーターが委嘱され、活動してきたが、今年からNIROの意向により委託業
務となり、合わせて予算の大幅減額となった。それによりNIROとOBネットの間で「業務委
託契約」を締結し、限られた予算内で効率化を図り、従来と同様なビジネスマッチングス
キームを展開することとなった。（契約締結は2024年5月1日）活動期間は契約締結日～
2024年12月31日）
（２）神戸市中小製造業訪問事業2024（以下KGKと称す）：従来9年続けて神戸市工業課
から委託されていたものを、今年から同業務が神戸市工業課から（公財）神戸市産業振興財
団（以下「財団」と称す）に移管されたことに伴い、財団からOBネットが委託されること
となり、業務の見直しを行った。

２．補助金セミナー開催
（１）事業再構築補助金への世間の風当たりの厳しさが増す中、例年の3月開催を延期して
きたが、新規補助金の「中小企業省力化投資補助事業」に着目して補助金セミナーを6月11
日開催した。昨年同様全リモートで実施し、13社15名が参加した。アンケート結果はおお
むね良好であった。
（２）新規補助金制度に関し、最新情報を聴取しながら補助金申請支援を推進していく。

３．SSH（スーパーサイセンスハイスクール）関連
（１）神戸高校SSH探求課題研究支援に関しては7年連続で「覚書」（下図写真）を
締結し、SA（サイエンスアドバイザー）を今年から1名増員し、5名体制で臨むこと
となった。
（２）県立宝塚北高等学校から、SSH研究課題テーマに関して相談を受け、3名の
SAが対応することとした。今後どのように展開するか不明。
（３）県立明石北高等学校は今年も1名のSAがSSH運営指導委員として兵庫県教育
委員会から委嘱された。
（４）神戸大学名誉教授の蛯名邦禎先生からはOBネットの神戸高校での「集団指導
制」の指導姿勢に高い評価を頂いており、3月26日大阪で開催されたKNS（関西
ネットワークシステム）主催の
第1回“オープンサイエンス発表会”
の席で、
「神戸みらい博士育成道場と
探究活動へのヒント」と題して
講演され、その中で多くのページ
を割いて、OBネットが生徒の
「自主性」を引き出す努力をして
いることを紹介いただいた。

写真左から3人目が西田校長
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企業研修メニューリストのご紹介

OBネットの研

修メニューの
特長
１．各メニューの
カリキュラムベー
スは有るが、企
業の要請により
「カスタマイジン
グ」できる。

２．受講時間を小
割にしたり、定時
後や休日にする
ことも、柔軟に対
応できる



団体会員コーナー（2024.1月～5月）

１．(株)リョーサン 桂田会長の叙勲

令和6年春の叙勲が発表され、団体会員企業である株式会社リ
ョーサン代表取締役会長桂田重信様が旭日双光章を受賞され
ました。
業界に関しては、日本梱包工業組合連合会副会長を平成20年
から10年の長きにわたり務められ、国内外の人材育成と技術
水準の向上に取組まれ、若手人材の育成に尽力されました。
社業においては、(株)リョーサンの代表取締役社長を平成13年
から令和2年まで務められ、その間経営基盤の拡充、人材育成
の成果が東日本大震災の復興支援にも大きく貢献されました。
その他地域経済・社会の発展に寄与されたことが、叙勲に繋が
ったと思われます。おめでとうございました！

２．協同組合尼崎工業会との連携強化：「土筆会」が発端

同「土筆会」の主力メンバーの(株)東光バネ工業社の田中会長のご尽力により、今年度の「土筆
会」年間行事の内、5月21日の定例会議では板倉副理事長が「宇宙の謎」を講演し、好評を博し、
一方7月の定例会ではキャタピラジャパンの工場見学会が予定されており、今後同工業会の他の
集まりにもコンタクトを取って、OBネットとの連携を図っていくきっかけになればと考えている。

３．プレゼン会・交流会 2月13日
（１）兵庫県中央会東部長の講演
中央会の歴史、組織そして活動
内容と幅広く説明いただき、参加し
た企業の方も初めて知った方が

多かった模様。

（２）オルト産業・中川社長の熱弁
アンケートにも記載されたように、

中川社長のチャレンジ精
神、情熱に聴衆が引き込

まれた感がした。

団体会員の「兵庫県中央
会」と「オルト産業」殿か
らご講演いただいた。

OBネットの5人の新入会
員の紹介も行われた。
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